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 子
こ
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わかもの

のための基金
き き ん
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 結果
け っ か

報告書
ほうこくしょ
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５年
   ねん

１２月
    がつ

 



これまで、藤沢市
ふじさわし

には、「こどもたちのために使
つか

ってほしい」 

と寄付
き ふ

されたお金
おかね

を受
う

けとるための 

基金
ききん

（貯金箱
ちょきんばこ

のようなしくみ）がありませんでした。 

そこで、子
こ

どもや若者
わかもの

のための基金
き き ん

をつくり、 

いろいろなことに役
やく

立
だ

てていこうと 考
かんが

えました。 

このアンケートでの意見
いけん

を生
い

かして、子
こ

ども・若
わか

者
もの

のみなさんのために 

よりよい基金
き き ん

の使
つか

い方
かた

ができるように、考
かんが

えていきます。 

はじめに 

2子どもや若者のための基金アンケート 



この基金
ききん

は、すべてのこどもが今
いま

という大切
たいせつ

な時間
じかん

を幸せ
しあわせ

に生
い

きること

ができ、未来
みらい

に夢
ゆめ

や希望
きぼう

をもって進
すす

んでいくことができるよう、こども

の気持ち
き も ち

や意見
いけん

を大事
だいじ

にしながら、こどもがのびのび育
そだ

つことのできる

社会
しゃかい

を、みんなで協 力
きょうりょく

してつくることを目的
もくてき

としています。 
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 子
こ

どもや若者
わかもの

のための基金
き き ん

アンケート結果
け っ か

  

 アンケート回答数
かいとうすう

について 
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アンケート期間
き か ん

 

２０２３年
        ねん

（令和
れ い わ

５年
  ねん

）９月
  がつ

１９日
    にち

（火曜日
か よ う び

）から 

２０２３年
        ねん

（令和
れ い わ

５年
  ねん

）１０月
   が つ

１９日
   に ち

（木曜日
も く よ う び

）まで 

アンケートの回答数
かいとうすう

 

回答数
かいとうすう

：１,１４２件
         けん

 

ウェブまたは紙
かみ

での回答
かいとう

：９７４件
      けん

 

市民
し み ん

まつりでの回答
かいとう

：１６８件
      けん
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 子
こ

どもや若者
わかもの

のための基金
き き ん

アンケート結果
け っ か

  

 基金
き き ん

の名前
な ま え

について  
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ア．藤沢市
ふじさわし

こどもの「いま」と「みらい」応援
おうえん

基金
ききん

 

イ．藤沢市
ふじさわし

のこどもを応援
おうえん

する基金
ききん

 

ウ．藤沢市
ふじさわし

こども未来
みらい

基金
ききん

 

エ．その他
た

 

質問
しつもん

内容
ないよう

 

基金
ききん

の名前
なまえ

はどれがいいですか 

４つの選択肢
せんたくし

から、気
き

に入
い

ったものを１つ選
えら

んでもらいました。 
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「藤沢市
ふ じ さ わ し

こども未来
み ら い

基金
き き ん

」に半数
はんすう

以上
いじょう

の票
ひょう

が集
あつ

まりました！ 

基金
き き ん

の名前
な ま え

アンケート回答
かいとう

割合
わりあい
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いただいた意
い

見
けん

を受
う

けて、考
かんが

えた結
けっ

果
か

… 

基金
き き ん

の名前
な ま え

は 

藤沢市
ふ じ さ わ し

こども未来
み ら い

基金
き き ん

 

に決
き

まりました！ 
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 子
こ

どもや若者
わかもの

のための基金
き き ん

アンケート結果
け っ か

 

  基金
き き ん

の使
つか

い方
かた

について 
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質問
しつもん

内容
ないよう

 

藤沢市
ふじさわし

で、子
こ

どもや若者
わかもの

のためにやってほしいことや、 

あったらいいと思う
おもう

ことはなんですか？ 

次
つぎ

のページからは、特
とく

に多
おお

かった意見
いけん

を 

世代
せだい

ごとにまとめています。 
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 学校外
がっこうがい

での体験
たいけん

・居場所
い ば し ょ

について  

 学校
がっこう

生活
せいかつ

について  

小学生
しょうがくせい

世代
せ だ い

の意見
い け ん

（６歳
  さい

から１２歳
さい

まで） 

公園
こうえん

の遊具
ゆ う ぐ

を減
へ

らさないでほしい。 

学生
がくせい

が遊
あそ

んだり、勉強
べんきょう

したりできる施設
し せ つ

をつくってほしい。 

学校
がっこう

をもっときれいにしてほしい。 

学校
がっこう

に球技
きゅうぎ

ができるスペースを増
ふ

やしてほしい。 

中学校
ちゅうがっこう

でもあたたかい給 食
きゅうしょく

をたべられるようにしてほしい。 

電車
でんしゃ

・バスの料金
りょうきん

に「中学
ちゅうがく

・高校生枠
こうこうせいわく

」をつくって交通費
こうつうひ

を安く
や す く

してほしい。 

お金
お か ね

がない家
いえ

に、食品
しょくひん

や文房具
ぶんぼうぐ

、本
ほん

などをあげてほしい。 

子
こ

どもが塾
じゅく

や習
なら

い事
ごと

に通
かよ

うための手当
て あ て

がほしい。 

誰
だれ

でも気軽
き が る

に暇
ひま

つぶしできる場所
ば し ょ

をつくってほしい。 
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 学校外
がっこうがい

での体験
たいけん

・居場所
い ば し ょ

について  

 学校
がっこう

生活
せいかつ

について  

自習室
じしゅうしつ

や図書館
としょかん

、フリースペースを増
ふ

やしてほしい。 

球技
きゅうぎ

やスケボーができる公園
こうえん

や、無料
むりょう

開放
かいほう

の体育館
たいいくかん

をつくってほしい。 

子
こ

どもが参加
さ ん か

できるイベントを増
ふ

やしてほしい。 

子ども
こ ど も

や若者
わかもの

を対象
たいしょう

にお金
お か ね

やクーポン、図書
と し ょ

カードの配布
は い ふ

をしてほしい。 

交通費
こうつうひ

の割引券
わりびきけん

などの補助
ほ じ ょ

がほしい。 

不登校
ふとうこう

の子
こ

に対する支援金制度をつくってほしい。 

中学校
ちゅうがっこう

の給 食
きゅうしょく

も給 食 室
きゅうしょくしつ

でつくってほしい。 

L G B T Q
エルジービーティーキュー

に関
かん

する教
きょう

育
いく

の充実
じゅうじつ

をさせてほしい。 

学校
がっこう

の蛇口
じゃぐち

からジュースがでるようにしてほしい。 
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 子
こ

育
そだ

てしやすい環
かん

境
きょう

づくりについて 

若者
わかもの

世代
せ だ い

の意見
い け ん

（１９歳
   さ い

から２９歳
   さ い

まで） 

 保護者
ほ ご し ゃ

への支援
し え ん

について 

医療費
いりょうひ

や学童
がくどう

、保育
ほ い く

園
えん

、給 食
きゅうしょく

を無料
むりょう

にしてほしい。 

オムツやミルクなどの配布
は い ふ

をしてほしい。 

子
こ

どもの用品
ようひん

購入
こうにゅう

のための商品券
しょうひんけん

を配布
は い ふ

してほしい。 

地域
ち い き

交流
こうりゅう

できるような場
ば

やイベントをつくってほしい。 

博物館
はくぶつかん

をつくってほしい。 

赤
あか

ちゃん連
づ

れでも、電車
でんしゃ

やバスに乗
の

りやすくする取
と

り組
く

みをしてほしい。 

子
こ

ども連
づ

れでも、ゆっくりランチができるようなイベントやお店
みせ

を増
ふ

やしてほしい。 
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 子ども
こ ど も

・若者
わかもの

へのサポートの充実
じゅうじつ

ついて 

大人
お と な

の意見
い け ん

（３０歳
さい

以上
いじょう

） 

子
こ

どもの体験
たいけん

格差
か く さ

をなくすためにつかってほしい。 

子
こ

どもの居場所
い ば し ょ

も兼
か

ねて休
きゅう

日
じつ

の学習
がくしゅう

支援
し え ん

をしてほしい。 

ヤングケアラーへの支援
し え ん

や相談
そうだん

窓口
まどぐち

の充実
じゅうじつ

をさせてほしい。 

子
こ

どもが地域
ち い き

の歴史
れ き し

や産業
さんぎょう

を学
まな

べるイベントをつくってほしい。 

子
こ

どもたちが無料
むりょう

でご飯
ご は ん

をたべられるような場所
ば し ょ

を増
ふ

やしてほしい。 

子
こ

どもが気軽
き が る

に相談
そうだん

できる場所
ば し ょ

を増
ふ

やしてほしい。 

子
こ

どもたちのために、お金
かね

がない家庭
か て い

への支援
し え ん

を手
て

厚
あつ

くしてほしい。 

保育
ほ い く

園
えん

や学童
がくどう

、給 食
きゅうしょく

、医療費
いりょうひ

を無料
むりょう

にしてほしい。 

大学
だいがく

までの学費
が く ひ

や教材費
きょうざいひ

を無料
むりょう

にしてほしい。 

障
しょう

がいのある子どもがいる家庭
か て い

への支援
し え ん

を手
て

厚
あつ

くしてほしい。 
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さいごに 

今年
こ と し

４月
がつ

にできた「こども基本法
き ほ ん ほ う

」では、 

すべての子
こ

どもや若者
わかもの

が将来
しょうらい

にわたって幸せ
しあわせ

な生活
せいかつ

ができる 

社会
しゃかい

をめざしています。 

今後も、藤沢市
ふ じ さ わ し

では子
こ

どもや若者
わかもの

の意見
い け ん

をききながら、 

みんなのためになることを考
かんが

えていきます。 

アンケートへご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。 
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 子
こ

どもや若者
わかもの

のための基金
き き ん

アンケート結果
け っ か

 

  アンケート質問
しつもん
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Q１ あなたの年令
ねんれい

を教えて
お し え て

ください（必須
ひ っ す

、記述） 

 

Q２－１ 基金
き き ん

の名前
な ま え

はどれがいいですか？（必須
ひ っ す

、選択） 

ア．藤沢市
ふじさわし

こどもの「いま」と「みらい」応援
おうえん

基金
き き ん

 

イ．藤沢市
ふじさわし

のこどもを応援
おうえん

する基金
き き ん

 

ウ．藤沢市
ふじさわし

こども未来
み ら い

基金
き き ん

 

エ．その他
た

 →Q2-2 へ 

 

Q２－２ 「Q２－１」で「その他
た

」を選
えら

んだ人
ひと

に聞
き

きます。どんな基金
き き ん

の名前
な ま え

がいいか書
か

いてください。 

（自由
じ ゆ う

記述
きじゅつ

） 

 

Q３ 藤沢市
ふじさわし

で、子
こ

どもや若者
わかもの

のためにやってほしいことや、あったらいいと思
おも

うことはなんですか？ 

（自由
じ ゆ う

記述
きじゅつ

） 
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 子
こ

どもや若者
わかもの

のための基金
き き ん

アンケート結果
け っ か

 

  データ（アンケート回答
かいとう

結果
け っ か

詳細
しょうさい

） 
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アンケート

Ｑ１　回答数
ア イ ウ エ 総数

６歳～１２歳

（小学生）
13 6 21 3 43

１３歳～１５歳

（中学生）
12 6 13 0 31

１６歳～１８歳

（高校生）
3 1 10 0 14

１９歳～２５歳 9 5 19 0 33

２６歳～３０歳 13 5 39 6 63

３１歳～ 151 125 420 90 786

不明 1 0 3 0 4

総数 202 148 525 99 974

市民祭り ア イ ウ エ 総数

こども（赤） 26 9 38 10 83

大人（青） 32 8 42 3 85

総数 58 17 80 13 168

総計 ア イ ウ エ 総数

総数 260 165 605 112 1142

20

アンケート Q２及
およ

び市
し

民
みん

まつり 回
かい

答
とう

結
けっ

果
か
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アンケート Q３ 回答
かいとう

結果
け っ か

まとめ（１） 

分類 全体 小学生 中学生 高校生 18-25 26-30 30歳以下合計 代表的なキーワード

学校外の体験、遊び、生涯学習、

居場所、祭り、交流
238 11 8 4 9 6 38

博物館・美術館・図書館、居場所、イベンﾄ・お祭り、公民館事業の充実、多世代交流、無

料の遊び場、コンサート等文化事業、国際交流、学校で教えないが社会人として必要な学

びの機会

親への給付、無償化、小児医療助

成、減額・免除
238 3 2 2 7 23 37

医療費無償化、子育て・子どもへの手当や補助の増額、減税、駐車場料金の無料化、保

育・学校等の無償化、おむつ等のギフト券の配布

小中学校

施設、費用、給食、部活動等
121 7 4 0 0 9 20

老朽化への対応、設備・図書の充実、中学校給食の実施、教材の現物支給・無料化、放課

後に遊べるように、体育館に冷房を入れ夏休みに開放

こどもへの支援、ケア、相談、貧

困・格差、福祉
114 2 1 0 1 1 5

低所得者への支援、貧困・DVなどカテゴリーで分けられていない相談窓口、障がい児や発

達に課題のある子・グレーゾーン・ヤングケアラーに関する相談・支援の充実

子ども若者本人への給付、クーポ

ン、割引
109 5 7 1 2 4 19

文房具、図書券、子どもクーポン・スタディクーポン、交通費の学生割引、奨学金、外食

のこども料金、公共施設の子ども料金の無料化、生理用品の配布、無料駐輪場

高等教育、奨学金、海外・国内留

学への支援・充実
105 0 0 1 0 6 7

高校・大学・専門学校等の無償化、通学費用の助成、給付型奨学金、助成・補助制度、海

外・国内留学への助成・補助制度

学校外の教育、塾、習い事 92 2 0 0 4 6 12
習い事・塾代への助成、経済力にかかわらず友達同士で勉強できる場所、学習サポーター

がいる場所、発達障がいの子どもの勉強を見てくれる場所

小中学校教育・教員の充実、学校

生活の改革
81 3 5 0 2 3 13

教職員の人員拡充、英語・IT教育充実、支援級等未設置校への増設、医療的ケア児、いじ

め・事故への対策、少人数学級、社会科見学・自然体験等を増やす

公園や遊具、自然、環境 76 3 5 1 4 1 14

公園や遊具の充実、スケボー・ボール遊び・花火ができるところ、ドローンを飛ばせても

よい場所、プレーパークの設置、遊具の安全管理・草刈り頻度、自然環境の中で遊べる、

ゴミがない

保育園、幼稚園、一時預かり 75 0 0 0 1 11 12
待機児童解消、保育料等の無料化、多子世帯減免、病児保育の拡充と時間延長、給食の充

実、職員の処遇改善

子ども食堂、食の支援 50 1 0 0 2 2 5
子ども食堂を増やす、子ども食堂への支援、子ども宅食などアウトリーチ型の支援、運営

団体への支援、夏休みの昼食・給食、朝食給食、三食取れない子のいないように
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アンケート Q３ 回答
かいとう

結果
け っ か

まとめ（２） 

22

分類 全体 小学生 中学生 高校生 18-25 26-30 30歳以下合計 代表的なキーワード

給食費無償化、負担軽減 47 0 1 0 0 6 7 保育園、幼稚園、小学校、中学校の給食無償化や負担軽減

放課後児童クラブ、こども教室、

児童館、子どもの家
43 0 0 0 0 3 3

待機児童解消（増設）、質的向上、無料化・減免、一時預かり、学校敷地内への設置、指

導員の処遇改善、子ども施設の運営を運営をボランティアだのみにしない

子育てしやすい環境 40 0 0 0 3 7 10
子育てにやさしい環境、子育て相談窓口、育児負担の軽減、ファミサポの申込アプリ化、

駐車場など自家用車で移動しやすい、自家用車がなくても移動しやすい

不登校、フリースクール、オルタ

ナティブスクール、ひきこもり支

援

32 0 1 0 0 0 1
不登校児への支援、居場所づくり、フリースクールやオルタナティブスクールを利用する

場合の経済的支援、公設フリースクールの設置

道路、通学路、交通安全、交通、

駐輪場
23 1 0 0 0 1 2

通学路の整備、スクールゾーン、歩道の整備、自転車で通行しやすい、自転車の交通ルー

ルを守らせる、中学生以上への交通安全教育、ベビーカーでのエレベーターやスロープ

アルバイト、就職、就労、資格取

得、企業、職業体験
47 0 0 2 1 2 5

アルバイトの紹介、起業・農業など「就職」ではない働き方を学ぶ機会、会社見学・職業

体験の充実、資格取得助成、手に職をつけるための支援、雇用や働き方の改革が必要

ひとり親支援 18 0 0 0 0 2 2 ひとり親への支援、情報交換の場、母子寮

乳幼児期の支援 19 0 0 0 0 4 4
おむつ・ミルク・ベビーフード・ベビーシッターなどの無料化や助成、子育て支援セン

ター・つどいの広場の拡充

その他 111 1 3 0 4 5 13

なし 15 9 4 1 1 0 15

合計 1713 48 41 12 41 102 251

子どもや若者のための基金アンケート 



アンケートに関するお問い合わせ先 

藤沢市 子ども青少年部 子育て企画課 総務担当 

電話番号：0466-50-3562 

メールアドレス：fj1-kodomo-se@city.fujisawa.lg.jp 

23子どもや若者のための基金アンケート 


